
「第5回 ロボット大賞」受賞一覧

1The 5th ROBOT AWARD

第5回ロボット大賞（経済産業大臣賞）
ロボットビジネス／社会実装部門

パナソニック株式会社／松下記念病院

生活支援ロボットソリューション事業の推進
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日本機械工業連合会会長賞
産業用ロボット部門

三菱電機株式会社

知能化組立ロボット「Fシリーズ」

p6

社会貢献特別賞
公共・フロンティアロボット部門

千葉工業大学

原発対応ロボット
「Quince／Rosemary」
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優秀賞
産業用ロボット部門

新日鐵住金株式会社／住友鋼管株式会社／
日鉄住金プラント株式会社／株式会社安川電機

ロボットの自在性を活かした
「３次元鋼管曲げ(３DQ)ロボット」

p14

優秀賞
部品・ソフトウェア部門

THK株式会社

次世代ロボット向けRTシステム
「SEED Solutions」
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最優秀中小・ベンチャー企業賞（中小企業庁長官賞）
部品・ソフトウェア部門

株式会社三次元メディア

ロボット用３次元ビジョンセンサ
「ＴＶＳシリーズ」
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次世代産業特別賞
産業用ロボット部門

グローリー株式会社／川田工業株式会社

フレキシブルな自動組立ラインを実現する
ヒト型ロボット「NEXTAGE」
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優秀賞
サービスロボット部門

株式会社キュー・アイ／東京農工大学

球面超音波モータを使用した
「管内検査ロボット」
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優秀賞
公共・フロンティアロボット部門

東京大学生産技術研究所 浦研究室／
株式会社海洋工学研究所／独立行政法人海上技術安全研究所

自律型海中ロボット「Tuna-Sand」

p16

優秀賞
ロボットビジネス／社会実装部門

鹿島建設株式会社／株式会社熊谷組

災害現場で活躍する
「次世代無人化施工システム」
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「ロボット大賞」とは？
　「ロボット大賞」は、我が国のロボット技術の革新と用途拡大及び需要の喚起を促すため、活躍した

ロボットの中から市場創出への貢献度や期待度の高いロボットや部品・ソフトウェアなどを表彰する制度

です。

　「ロボット大賞」を通じて我が国のロボット産業の一層の発展と、ロボット技術が実用化されて私たち

の暮らしに活用されることを期待しています。

事業の目的
①ロボット／RTの実用化を促進し、研究開発の高度化ならびに次代の人材育成につなげる
②ロボット／RTの有効性を提示し、サービスプロセス・イノベーションの創出を促す
③ロボット／RTを公知し、その社会実装による新社会システムの実現と産業創出に結び付ける

経済産業省、一般社団法人日本機械工業連合会

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構、 独立行政法人中小企業基盤整備機構、 一般社団法人日本ロボット工業会、
一般社団法人日本ロボット学会、 一般社団法人日本機械学会、 社団法人人工知能学会、 一般社団法人日本人間工学会、
公益社団法人計測自動制御学会、 日本科学未来館、 公益財団法人テクノエイド協会　

日本国内で活躍したロボット及び部品・ソフトウェア

サービスロボット部門、 産業用ロボット部門、 公共・フロンティアロボット部門、 部品・ソフトウェア部門、 
ロボットビジネス／社会実装部門（新設）

審査における評価基準は、以下の①～③および部門毎の特別評価とします。

①社会的必要性
　これまでの導入・販売の実績、将来のロボット市場創出の期待度、メリットおよびニーズの大きさ、公益性など

②ユーザーの視点に立った評価
　利便性、実用性、経済性、デザイン性、維持コストなど

③技術的先進性
　新規性、独創性、安全性、技術的安定性、動作環境の汎用性や操作性など

「ロボット大賞」（経済産業大臣賞）
全応募のうち、最も優れたロボット・システムまたは部品・ソフトウェアに授与

「最優秀中小・ベンチャー企業賞」（中小企業庁長官賞）
優秀賞のうち「中小企業ならではの柔軟な発想」などを活かした最も優秀なロボット・システムまたは部品・ソフトウェアに授与

「日本機械工業連合会会長賞」
優秀賞のうち、ロボット産業の振興において特に優れたロボット・システムまたは部品・ソフトウェアに授与

「特別賞」
各分野において、特に優れた功績や可能性を持つロボットに授与

「優秀賞」
部門ごとに、審査基準に基づいてロボット・システムまたは部品・ソフトウェア等に授与

主 　 催：

協 　 力：

審査対象：

部 　 門：

審査基準：

表 彰 位：
　 　

※第5回ロボット大賞募集要項より抜粋ロボット大賞 概要

※順不同


